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   Ｃ０８Ｆ   2/48     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ０８Ｆ    2/48     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    2/44     　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月24日(2020.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に添着された重合性化合物を含有する液晶組成物に蛍光ＵＶランプを用いて３０
０～４００ｎｍにピークを有する光を照射する光照射工程を１回のみ備えた液晶表示素子
の製造方法であって、
　１回目の光照射工程（Ｓ１）の光照射条件下で前記重合性化合物を０．３質量％含有す
る液晶組成物に対して５分間光を照射した後の前記重合性化合物の濃度（Ｃ１）と、０．
３質量％との濃度差の単位分あたりの濃度変化量Ｖ１が、以下の式（１－１）で表される
場合、
　以下の式（２－１）で表される前記１回目の光照射工程（Ｓ１）における前記重合性化
合物の平均反応速度Ｖａｖｅを０．０３０～０．０４８（質量％／分）に制御することを
特徴とする、液晶表示素子の製造方法。
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【数１】

（上記式（１－１）中、Ｃ１は、１回目の光照射工程（Ｓ１）における光照射条件下での
５分後の液晶組成物に含まれる重合性化合物の濃度（質量％）を表し、
　上記式（２－１）中、Ｖ１は、上記式（１－１）で表され、ｔ１は１回目の光照射工程
（Ｓ１）における重合性化合物に光を照射する光照射時間（分）を表す。）
【請求項２】
　前記重合性化合物として以下の一般式（Ｉ）

【化１】

　（一般式（Ｉ）中、
　Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８

、Ｒ２０９及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓ２１－、フッ素原子に置換さ
れてもよい炭素原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子
数１から１８のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表し、
　Ｐ２１は重合性基を表し、
　Ｓ２１は、単結合又は炭素数１～１５のアルキレン基を表し、
　該アルキレン基中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないよう
に、－Ｏ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ２１は、０、１又は２を表し、
　Ａ２１は、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、
　上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ独立して、炭素原子数１～１２の
アルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ
２１－Ｓ２１－で置換されていても良く、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に少なくとも１以上のＰ２１－Ｓ２１－を有し、
　Ｌ２１は単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯ
Ｏ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ
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２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素
原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、ｚはそれぞれ独立して１～４の整数を表
す。）を表すが、
　Ｐ２１、Ｓ２１、及びＡ２１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異なって
いても良い。）
で表される化合物を含む、請求項１に記載の液晶表示素子の製造方法。
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